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　　お宝発見ハンドブック　　

　（１）文化的景観保護制度について

1 文化財としての景観保護
・生業、生活、風土によって作りだされる「固有の地域文化」の保護と維持。
・伝統、習慣等の次世代への継承。

2 地域活性化～地域の財産として～
・住民の自信・地域に対する誇りの向上。
　文化的景観として当該地域の生活、生業、風土を評価することにより、地域生活に自信が持てる。 
定住者の増加も期待できる。
・地域づくりと交流：
 「地域らしさ→ 地域づくり→ 新しい地域イメージの創造」を図り、文化的景観を市民交流や景観
教育、体験学習の場として使うことによって、人的交流、世代間交流を活発化できる。
・地域振興：「地域ブランド」化ができる。
・文化観光：地域「財」の活用として、循環型の持続可能な観光（≒「消費」）を模索する指標
となる。

3 地域の文化性に根ざしたまちづくり
・自分たちの住んでいる地域にふさわしいものは何か、ふさわしくないものは何か

【POINT】　①（文化的）景観は、見た目だけがすべてではない！
　　　　　　 ②総合的なまちづくりの核になることができる！
　　　　　　 ③そのためには関係機関の連携が不可欠！

【引用】文化庁文化財部記念物課　魅力ある風景を未来へ「文化的景観の保護制度」

　　　  平成 20 年10月　景観セミナー講演　文化庁記念物課文化的景観部門　文部科学技官　鈴木地平

　文部科学大臣は、都道府県又は市町村の申出に基づき、当該都道府県又は市町村が定める景観法

に規定する景観計画区域又は景観地区内にある文化的景観であって、文部科学省令で定める基準に

照らして当該都道府県又は市町村がその保存のため必要な措置を講じているもののうち特に重要なも

のを重要文化的景観として選定することができる（文化財保護法第134条第１項）。

都道府県・市町村文化庁

景観部局

景観計画の策定、
景観計画区域の設定
（全部又は一部に文化的景観
を含む）

文化的景観保存計画策定

都市計画による景観
地区の決定

（全部又は一部に
文化的景観を含む）

景観行政団体になる 文化的景観に関する保存調査
（文化的景観の構成要素及び範囲等の調査）

景観法その他の法律に基づく、文化的景観の保存のため必要な規制を定める条例の制定

重要文化的景観の申出に関する所有者等の同意

文化財保護法   ●重要文化的景観の選定の申出

重要文化的景観

重要文化的景観に係る修理・修景・復旧・防災等の事業

文化財部局

文化庁

経費補助

経費補助

文化審議会
（諮問・答申）

●選定の官報告示
●所有者・占有者・都道
府県・市町村への通知

経費補助

▲

計画策定のほか、
住民の合意形成のための
普及・啓発に係る事業の経
費も対象となる。

　（２）景観法解説

【景観法の基本理念】

・良好な景観は、現在及び将来における国民共通の資産である。

・良好な景観は、地域の自然、歴史、文化等と人々の生活、経済活動等との調和により形成される

ため、適正な制限の下にこれらが調和した土地利用がなされる必要がある。

・地域の個性を伸ばすよう多様な景観形成が図られなければならない。

・景観形成は、観光や地域の活性化に大きな役割を担うことから、住民、事業者及び地方公共団

体の協働によりすすめられなければならない。

・景観形成は、良好な景観の保全のみならず、新たな創出を含むものである。

【引用】平成19年４月国土交通省都市・地域整備局都市計画課景観室
　　　  美しい国、まちづくりのために「景観法の概要」
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【自然公園の目的】

　優れた自然の風景地を保護し、国民の保健休養及び教化に資するため利用の増進を図る。

『自然公園法及び秋田県立自然公園条例の構成』

①我が国の優れた自然の風景地を国立公園、国定公園または都道府県立自然公園として指定する。

②自然公園ごとに保護及び利用のための公園計画を策定する。

③公園計画に基づき公園事業を決定し保護及び利用のために必要な施設の整備を行い、公園の適

正な利用の増進を図る。

④自然保護を図るため特別地域、特別保護地区等に区分し、これらの地域において風致景観上好ま

しくない行為を規制する。

⑤公園利用の拠点として集団施設地区を指定する。

【自然公園の種類】

区　　　分 国立公園 国定公園 秋田県立自然公園

要　　　件
わが国の風景を代表する
傑出した自然の風景地

国立公園に準ずる優れ
た自然の風景地

優れた自然の風景地

県内自然公園
十和田八幡平 鳥海、栗駒、男鹿 田沢湖抱返り、きみまち阪、

八森岩館、森吉山、太平山、
田代岳、真木真昼、秋田白神

（数）面積 （１）26,789 ha （３）51,113 ha （８）51,399 ha

【自然公園の規制計画】

保護規制計画

特
別
地
域

特別保護地区（＊） 原生状態を保持 行
為
の
実
施
は
許
可
制

第１種特別地域 現在の景観を極力維持

第２種特別地域 農林漁業活動について努めて調整

第３種特別地域 通常の農林漁業活動は容認

海中公園地域 海中の景観を維持

普通地域 風景の維持を図る 届出制

利用規制計画 利用調整地区

（＊）国立、国定公園のみ

【景観法による自然公園法の特例】
　景観計画に位置付けられた国立公園や国定公園内での建造物等の建築に対して、よりきめ細やかな
基準を定め、景観上の支障があれば建築を許可しない事等が可能となる。

【引用】秋田県生活環境文化部自然保護課「自然公園制度の仕組」「自然公園に関する基礎事項」

　　お宝発見ハンドブック　　

　（３）景観農業振興地域整備計画解説

【景観農業振興地域整備計画（景観農振計画）】

　景観と調和のとれた良好な営農条件の確保を目的として、景観施策と農業施策（生産力最大化）の

調和を図るために景観農振計画を策定することができる。

（例）景観農振計画に従った利用がなされていない耕作放棄地等について、景観整備機構が土地所

有者に代わって耕作することができる。

【景観農振整備計画で定めることができる事項】

　①景観農振整備計画の区域

　②景観と調和のとれた土地の農業上の利用に関する事項

　③農業生産の基盤の整備及び開発に関する事項

　④農用地等の保全に関する事項

　⑤農業の近代化のための施設の整備に関する事項

【景観農振整備

計画の策定】

　景観農業振興地

域整備計画は市町村

が定めるものだが、

営農と調和した景観

を保全するために、

農家や地域住民から

の意見を十分に聞

き、専門家の協力を

得ながら計画策定す

る必要がある。

【引用】平成20年農林水産省農村振興局企画部地域計画官
　　　  この景観を次の世代に受け継ぐために～景観農業振興地域整備計画の活用～

　（４）自然公園法解説
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規制計画



　　お宝発見ハンドブック　　

　（５）秋田の景観を守る条例解説

【引用】秋田県　「豊かな自然に恵まれた景観を守り心の和む県土を後世に引き継ぐために　秋田県の
　　　　　　　　  景観を守る条例に基づく　届出制度のあらまし」

■文化財保護法
　　昭和二十五年五月三十日法律第二百十四号

　　最終改正：平成一九年三月三〇日法律第七号

　　　　第一章 総則

　（この法律の目的）

第一条　この法律は、文化財を保存し、且つ、その活用を図り、もつて国民の

文化的向上に資するとともに、世界文化の進歩に貢献することを目的

とする。

　　（文化財の定義）

第二条　この法律で「文化財」とは、次に掲げるものをいう。 （省略）

五　地域における人々の生活又は生業及び当該地域の風土により形成され

た景観地で我が国民の生活又は生業の理解のため欠くことのできない

もの（以下「文化的景観」という。）

　　（政府及び地方公共団体の任務）

第三条　政府及び地方公共団体は、文化財がわが国の歴史、文化等の正しい

理解のため欠くことのできないものであり、且つ、将来の文化の向上発

展の基礎をなすものであることを認識し、その保存が適切に行われる

ように、周到の注意をもつてこの法律の趣旨の徹底に努めなければな

らない。

　　（国民、所有者等の心構）

第四条　一般国民は、政府及び地方公共団体がこの法律の目的を達成する

ために行う措置に誠実に協力しなければならない。

２　文化財の所有者その他の関係者は、文化財が貴重な国民的財産である

ことを自覚し、これを公共のために大切に保存するとともに、できるだ

けこれを公開する等その文化的活用に努めなければならない。

　　（省略）

　　　　第八章 重要文化的景観

　　（重要文化的景観の選定）

第百三十四条　文部科学大臣は、都道府県又は市町村の申出に基づき、当該

都道府県又は市町村が定める景観法 （平成十六年法律第百十号）第八

条第二項第一号 に規定する景観計画区域又は同法第六十一条第一項 

に規定する景観地区内にある文化的景観であつて、文部科学省令で定

める基準に照らして当該都道府県又は市町村がその保存のため必要な

措置を講じているもののうち特に重要なものを重要文化的景観として

選定することができる。

２　前項の規定による選定には、第百九条第三項から第五項までの規定を

準用する。この場合において、同条第三項中「権原に基づく占有者」とあ

るのは、「権原に基づく占有者並びに第百三十四条第一項に規定する申

出を行つた都道府県又は市町村」と読み替えるものとする。

　　（重要文化的景観の選定の解除）

第百三十五条　重要文化的景観がその価値を失つた場合その他特殊の事由

があるときは、文部科学大臣は、その選定を解除することができる。

２　前項の場合には、前条第二項の規定を準用する。

　　（滅失又はき損）

第百三十六条　重要文化的景観の全部又は一部が滅失し、又はき損したと

きは、所有者又は権原に基づく占有者（以下この章において「所有者等」

という。）は、文部科学省令の定める事項を記載した書面をもつて、その

事実を知つた日から十日以内に文化庁長官に届け出なければならな

い。ただし、重要文化的景観の保存に著しい支障を及ぼすおそれがない

場合として文部科学省令で定める場合は、この限りでない。

　　（管理に関する勧告又は命令）

第百三十七条　管理が適当でないため重要文化的景観が滅失し、又はき損

するおそれがあると認めるときは、文化庁長官は、所有者等に対し、管

　（６）関係法令等

理方法の改善その他管理に関し必要な措置を勧告することができる。

２　文化庁長官は、前項に規定する勧告を受けた所有者等が、正当な理由が

なくてその勧告に係る措置を執らなかつた場合において、特に必要が

あると認めるときは、当該所有者等に対し、その勧告に係る措置を執る

べきことを命ずることができる。

３　文化庁長官は、第一項の規定による勧告又は前項の規定による命令を

しようとするときは、あらかじめ、当該重要文化的景観について第

百三十四条第一項に規定する申出を行つた都道府県又は市町村の意見

を聴くものとする。

４　第一項及び第二項の場合には、第三十六条第二項及び第三項の規定を

準用する。

　　（費用負担に係る重要文化的景観譲渡の場合の納付金）

第百三十八条　国が滅失又はき損の防止の措置につき前条第四項で準用す

る第三十六条第二項の規定により費用を負担した重要文化的景観につ

いては、第四十二条の規定を準用する。

　　（現状変更等の届出等）

第百三十九条　重要文化的景観に関しその現状を変更し、又はその保存に

影響を及ぼす行為をしようとする者は、現状を変更し、又は保存に影響

を及ぼす行為をしようとする日の三十日前までに、文部科学省令で定

めるところにより、文化庁長官にその旨を届け出なければならない。た

だし、現状変更については維持の措置若しくは非常災害のために必要

な応急措置又は他の法令の規定による現状の変更を内容とする命令に

基づく措置を執る場合、保存に影響を及ぼす行為については影響の軽

微である場合は、この限りでない。

２　前項ただし書に規定する維持の措置の範囲は、文部科学省令で定める。

３　重要文化的景観の保護上必要があると認めるときは、文化庁長官は、第

一項の届出に係る重要文化的景観の現状の変更又は保存に影響を及ぼ

す行為に関し必要な指導、助言又は勧告をすることができる。

　　（現状等の報告）

第百四十条　文化庁長官は、必要があると認めるときは、所有者等に対し、

重要文化的景観の現状又は管理若しくは復旧の状況につき報告を求め

ることができる。

　　（他の公益との調整等）

第百四十一条　文部科学大臣は、第百三十四条第一項の規定による選定を

行うに当たつては、特に、関係者の所有権、鉱業権その他の財産権を尊

重するとともに、国土の開発その他の公益との調整及び農林水産業そ

の他の地域における産業との調和に留意しなければならない。

２　文化庁長官は、第百三十七条第一項の規定による勧告若しくは同条第

二項の規定による命令又は第百三十九条第三項の規定による勧告をし

ようとするときは、重要文化的景観の特性にかんがみ、国土の開発その

他の公益との調整及び農林水産業その他の地域における産業との調和

を図る観点から、政令で定めるところにより、あらかじめ、関係各省各

庁の長と協議しなければならない。

３　国は、重要文化的景観の保存のため特に必要と認められる物件の管理、

修理、修景又は復旧について都道府県又は市町村が行う措置について、

その経費の一部を補助することができる。

　　　　第十一章 文化審議会への諮問

第百五十三条　文部科学大臣は、次に掲げる事項については、あらかじめ、

文化審議会に諮問しなければならない。

　　（省略）

十　重要文化的景観の選定及びその選定の解除

　　（省略）

十七　重要文化的景観の管理に関する命令
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　　お宝発見ハンドブック　　

　　（省略）

　　　　第十二章 補則

　　（省略）

　　　　第二節 国に関する特例

　　（国に関する特例）

第百六十二条　国又は国の機関に対しこの法律の規定を適用する場合にお

いて、この節に特別の規定のあるときは、その規定による。

　　（重要文化財等についての国に関する特例）

第百六十三条　重要文化財、重要有形民俗文化財、史跡名勝天然記念物又は

重要文化的景観が国有財産法 に規定する国有財産であるときは、その

ものは、文部科学大臣が管理する。ただし、そのものが文部科学大臣以

外の者が管理している同法第三条第二項 に規定する行政財産である

ときその他文部科学大臣以外の者が管理すべき特別の必要のあるもの

であるときは、そのものを関係各省各庁の長が管理するか、又は文部科

学大臣が管理するかは、文部科学大臣、関係各省各庁の長及び財務大臣

が協議して定める。

第百六十四条　前条の規定により重要文化財、重要有形民俗文化財、史跡名

勝天然記念物又は重要文化的景観を文部科学大臣が管理するため、所

属を異にする会計の間において所管換え又は所属替えをするときは、

国有財産法第十五条 の規定にかかわらず、無償として整理することが

できる。

　　（省略）

４　国の所有又は占有に属するものを重要文化的景観に選定し、又はその

選定を解除したときは、第百三十四条第二項（第百三十五条第二項で準

用する場合を含む。）で準用する第百九条第三項の規定により所有者又

は占有者に対し行うべき通知は、当該重要文化的景観を管理する各省

各庁の長に対し行うものとする。

第百六十六条　重要文化財、重要有形民俗文化財、史跡名勝天然記念物又は

重要文化的景観を管理する各省各庁の長は、この法律並びにこれに基

づいて発する文部科学省令及び文化庁長官の勧告に従い、重要文化財、

重要有形民俗文化財、史跡名勝天然記念物又は重要文化的景観を管理

しなければならない。

第百六十七条　次に掲げる場合には、関係各省各庁の長は、文部科学大臣を

通じ文化庁長官に通知しなければならない。

　　（省略）

三　所管に属する重要文化財、重要有形民俗文化財、史跡名勝天然記念物又

は重要文化的景観の全部又は一部が滅失し、き損し、若しくは衰亡し、

又はこれを亡失し、若しくは盗み取られたとき。

　　（省略）

六　所管に属する重要有形民俗文化財又は重要文化的景観の現状を変更

し、又はその保存に影響を及ぼす行為をしようとするとき。

　　（省略）

第百七十一条　文部科学大臣は、国の所有に属するものを国宝、重要文化

財、重要有形民俗文化財、特別史跡名勝天然記念物若しくは史跡名勝天

然記念物に指定し、若しくは重要文化的景観に選定するに当たり、又は

国の所有に属する国宝、重要文化財、重要有形民俗文化財、特別史跡名

勝天然記念物、史跡名勝天然記念物若しくは重要文化的景観に関する

状況を確認するため必要があると認めるときは、関係各省各庁の長に

対し調査のため必要な報告を求め、又は、重要有形民俗文化財及び重要

文化的景観に係る場合を除き、調査に当たる者を定めて実地調査をさ

せることができる。

　　（省略）

第十三章 罰則

　　（省略）

第二百一条　次の各号のいずれかに該当する者は、三十万円以下の過料に

処する。

　　（省略）

三　正当な理由がなくて、第百三十七条第二項の規定による重要文化的景

観の管理に関する勧告に係る措置を執るべき旨の文化庁長官の命令に

従わなかつた者

　　（省略）

第二百二条　次の各号のいずれかに該当する者は、十万円以下の過料に処

する。

　　（省略）

五　第五十四条（第八十六条及び第百七十二条第五項で準用する場合を含

む。）、第五十五条、第六十八条（第九十条第三項及び第百三十三条で準

用する場合を含む。）、第百三十条（第百七十二条第五項で準用する場合

を含む。）、第百三十一条又は第百四十条の規定に違反して、報告をせ

ず、若しくは虚偽の報告をし、又は当該公務員の立入調査若しくは調査

のための必要な措置の施行を拒み、妨げ、若しくは忌避した者

　　（省略）

第二百三条　次の各号のいずれかに該当する者は、五万円以下の過料に処

する。

　　（省略）

二　第三十一条第三項（第六十条第四項（第九十条第三項で準用する場合を

含む。）、第八十条及び第百十九条第二項（第百三十三条で準用する場合

を含む。）で準用する場合を含む。）、第三十二条（第六十条第四項（第

九十条第三項で準用する場合を含む。）、第八十条及び第百二十条（第

百三十三条で準用する場合を含む。）で準用する場合を含む。）、第

三十三条（第八十条、第百十八条及び第百二十条（これらの規定を第

百三十三条で準用する場合を含む。）並びに第百七十二条第五項で準用

する場合を含む。）、第三十四条（第八十条及び第百七十二条第五項で準

用する場合を含む。）、第四十三条の二第一項、第六十一条若しくは第

六十二条（これらの規定を第九十条第三項で準用する場合を含む。）、第

六十四条第一項（第九十条第三項及び第百三十三条で準用する場合を

含む。）、第六十五条第一項（第九十条第三項で準用する場合を含む。）、

第七十三条、第八十一条第一項、第八十四条第一項本文、第九十二条第

一項、第九十六条第一項、第百十五条第二項（第百二十条、第百三十三条

及び第百七十二条第五項で準用する場合を含む。）、第百二十七条第一

項、第百三十六条又は第百三十九条第一項の規定に違反して、届出をせ

ず、又は虚偽の届出をした者

■総務省行政管理局法令データ提供システム
　  〔http://law.e-gov.go.jp/cgi-bin/idxsearch.cgi〕

　（７）秋田のえ～どご100から

　県では平成20年(2008)に、美しい景観を県民共通の財産として保全し、活用することで、県民の景

観づくりの意識を高め、郷土に誇りと愛着を持って人々が訪れたいと思う県土の形成のために、県内の

美しい景観（え～どご）を「自然」「農山漁村」「歴史・文化」「街並み」「都市」の５つのジャンルで広く

県民から募集し選定した。

　選定に当たっては、見る場所（視点場）の一般性や見る対象（見える対象）の明確性や独自性、周辺

との調和などが考慮され、99箇所のえ～どごが選ばれた。

こぶ杉（上小阿仁村）シラウオ漁：残存湖（井川町）三倉鼻公園からの夕日（八郎潟町）

岳岱自然観察教育林：藤里白神
（藤里町）

桃源郷のかやぶき民家と桃の花
（八峰町）

朝霧に野鳥乱舞：小友沼（能代市）

幽玄：ゲンジボタルの舞
（東成瀬村）

西馬音内盆踊り（羽後町）亀田の街並み（由利本荘市）

【写真提供】秋田え～どご100事務局（秋田県建設交通部都市計画課）
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